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＜連絡事項＞

・買い物についたスタッフは購入物や預かり等注意し順守するようにして下さい。
＜患者様連絡事項＞

・鈴木　真知子様～本日退院となっています。昨日薬剤師より施設スタッフへ治験薬について説明を行っていますが、退院時にも再度説明をしています。

・石田　喜明様～本日生活保護から国保へ切り替えのため面談行っています。

・沼端　恵子様～継続指示のハルラックが10回分処方となっています。

・續石　啓介様～本日歯科受診の為外出しています。次回は9/1（金）9：30の予定です。昼食は病院で食べるそうです。

・阿部　文香様～来週月曜日か火曜日、父様が来院予定です。SWと面談実施の為現在調整中です。

・大橋　照子様～八戸赤十字病院の連携室へ連絡をとり、9/19(火)で予約をとっています。

＜伊藤Dr.診察情報＞

・小笠原　文人様～今朝より気分高揚さみられ診察中もニヤつきや多弁さありますが、話を切り上げる事は出来ています。このまま気分が上がるようであれば各プログラム休むよう注意を受けています。精神状態の変化に注意し必要時は継続指示の使用や休息を促していきましょう。

・大上　なみ様～不調や妄想様の訴えはありません。食事の際に義歯を付けないことやつめこみが多いこと注意を受けています。食事の摂取状況に注意し義歯の装着を促して下さい。また、追いかけられる夢をみて目が覚めるとの訴えあり続く様であれば眠剤の変更を検討していくそうなので睡眠状況の観察を行ってください。
・山本　久美子様～お経を唱えていたことについては妄想発言が聞かれてます。治験実施中である為引き続き妄想の有無や精神症状の変化に注意してください。不穏時の継続指示は使用していないため中止となっています。

＜深澤Dr.診察情報＞

・松谷　さと子様～臨時薬は同内容で7日分処方となっています。

・澤田　真理様～臨時薬は同内容で7日分処方となっています。9/8で退院となることは施設へ伝えてあります。主治医からも退院までにもう一度外泊訓練をするよう指示ありますので日程を調整してください。

・下川戸　長司様～臨時薬は同内容で7日分処方となっています。

・市川　真紀子様～日中の眠気強いことから来週の定期薬よりクロザリルが減薬予定となっています。

・竹洞　聡様～継続指示のルネスタが10回分処方となっています。また、本人希望で食事が普通盛から大盛りへ変更となっています。気分の高揚さみられている為リーマス(200)2T　2×朝夕が7日分処方となっています。夜間の中途覚醒の訴えもありますが経過観察となっています。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～臥床傾向で日中の眠気訴え聞かれています。妄想に左右された発言はありません。体重管理の為にも体育館でのウォーキング等日中の活動を促していきましょう。

・上川原　豊様～各プログラムへは参加できていますが落ち着かない様子や表情の硬さ見られています。治験実施中ですので引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。

・松永　勘五郎様～作業へ行っていますが何もせず過ごしています。漂白剤での洗髪等ある為ワイドハイターは預かりとしています。治験薬は剥がす事はなく、排泄もきちんとあるとの事です。引き続き精神症状の変化に注意していきましょう。
・工藤　綾子様～本日日赤整形外科受診しています。9/28～9/29検査の為日赤消化器内科へ検査入院予定となっています。入院当日は絶飲食。9時までに日赤受付へ行く事となっています。当日家族は付き添えないとのことでしたが、再度連絡し、付き添いを依頼しています。本日消化器内科へ受診したため、8/25の消化器内科あての入院証明書を持参してください。
・大橋　照子様～残食目立っていますが鉄補助食品は摂取できています。腰痛の訴えが聞かれていますが継続指示の使用は拒否しています。水分摂取量が少なく37℃台の発熱もある為、適宜水分摂取も促していきましょう。

・袴田　将志様～疼痛訴え臥床傾向となっています。右足首～足背の腫脹は持続しており、湿布薬貼付にて経過観察となっています。水分摂取や煙草のペースが速いため適宜注意していきましょう。

・成田　賀枝様～水曜日の買い物後購入したお菓子を持ち帰ることあり、本日スタッフ介入し預かりとしています。本人理解乏しく不満そうにしていたため、今後危険行動の有無に注意していきましょう。また、臥床傾向強いため離床出来るようおやつ受け取り後はホールで食べるよう促していきましょう。

患者様の家族対応について

勉強会Ｈ29.8.25

ご家族の対応は、患者様の入院から退院までできる様、多職種間の統一し早期退院を目指す目的の支援の関わりを行っていく

1）入院に対しての家族支援

①精神症状の病気についてできるだけ正しく理解する

· 精神症状の病気は適切な治療を行えば改善できる病気なので、家族はできるだけ落ち着いて患者様が入院・治療に同意するように説明する

・家族が病気についての正しい知識を持ち、患者様が安心して治療に向かえるように手助けすることが大切である

②家族で話し合い意見を統一する

・患者様に入院を勧めるには、家族全員が協力することが大切です、そのことが家族みんなが心配して良くなって欲しいと思っていることを伝える

・いきなり入院ではなく、まず医師に診てもらうように説得すると患者様も耳を貸すことがある。医師の診断で、入院が決まった場合もそれで終わりではなく、入院治療はつらい症状を軽減され、看病する家族の労力を軽くする手助けにはなりますが、入院すれば病気が治るというわけではない、むしろ入院治療がスタートしてからが、御家族の役割は非常に大きくなる事を理解する様に関わる

③家族全員で治療する考えを持つ

・入院するのは、治療にベストな方法だからであって家族が見捨てたわけではない事を患者様にきちんと伝える様に説明する

・家族全員で一緒に病気を治すというくらいの気持ちで接し、家族の理解や協力が得られないと退院しても、患者様は疎外感やストレスから再発する危険性が高い事を把握する

2）入院中家族はどう対応する

・できるだけ面会に来てもらうことを話す

・面会のときは、不安にさせずにどっしり構える

・励ますのではなく、「ゆっくり休んでね」の言葉をかけてあげる

・一番つらい本人の気持ちを理解出来るように考えて対応する

・退院が近づいたら、不安にさせない環境を作る様に関わっていく事を伝えていく

3）入院中に気をつける事

・退院が近づき回復の証がみえてくることは喜ばしいが、ここでも焦りは禁物

・学校や仕事に戻るのは、せかすようなことは、過剰な期待を患者様に与えないようにする

◇患者様への関わり方で大切な事◇

○一番つらいのは、患者様

・患者様を支える家族は確かに大変な面もあります。しかし、病気でつらい思いをしてい

　るのは患者様で、病気のせいで自分の置かれていること状況がわかっていないと思う人もいるようですが、そんなことはなく、十分に理解しているのでこのことを忘れず患者様に接するようにしましょう

　

○出来ないことより出来ること

・病気になると以前出来たことが出来なくなります。しかし、そこだけに注目すると患者

　様は否定することになるので出来ることに目を向けた方がお互いに前向きになれる

○患者様との接し方

・希望を持って接する

・出来ないことではなく、出来ることに目を向ける

・一般社会で通用する役割を持ってもらう（家事手伝いなど）

○意欲を減退させない

・患者様のやる気を引き出し持続するには、モチベーションを低下させないこと

・用事を済ませることができたら、必ず感謝の気持ちを言葉で表す

○子供扱いしない。（一人の大人として対応することが大切）

・注意は具体的に。「後で病院に行くから準備しておいて、ではなく、九時に出かけるか

ら、服を着替えてね」と、解りやすく伝える

○甘やかさず巻き込まれないように。

・基本的には見守る態度を貫き、手を出したり口を挟むのはなるべく避ける。ただし、困

　って混乱しているときは、すぐに助ける

○自立心を育てる。

・公的な支援を受けながらでも、自立して生活出来る状態になることが必要

・御家族は将来を見据えて患者様の心身両面の自立を促すことが大切

○話をよく聞いてあげる

・急がずじっくりと話を聞く

・質問は一つずつ行って、その都度こたえてもらう方が患者様も答えやすい

○目標を立て、少しずつ経験を積む

・病状が落ち着いてきたら、短期的に達成可能な目標を立て、それに向かって患者様と一緒に努力する

・無茶な計画を立てないようにアドバイスする

1）退院が決まってから家族に対し働きかける援助

①退院後は、こうして暮らす

・静かにゆっくりと過ごすようにする

・毎月の生活スケジュールを決め、それに沿って生活する

・薬は決められた時間に飲む

・家族は、必要以上に刺激を与えないようにする

・精神症状の悪化の再発は、家族の対応に大きく影響されることがわかっているため、すぐ感情的になったり、批判する傾向があると、患者様はストレスに耐えられず再発することが多い事を説明していく

②家族は患者様と一緒に暮らしていくためには

・病気を正しく理解する

・自分達の生活をまず充実させること

・悩み事は一人で抱えず相談する

・病気を理解しても患者様を甘やかすのは禁物

③家族の方々に理解していただきたいことは自分や家族を責めない

・育て方が悪かったのでは、と思いがちだが、それは一切関係ない

・自分を責めたり、家族を責めるのは間違いでそういう考えはしないように伝えていく

④家族は患者様の味方

・患者様は病気によって強い不安や緊張・孤独感を抱いているので、御家族に見放されるのではと恐れている事を面会等に助言する

・家族は常に、自分達は貴方の味方であるということを伝えていく

（治療をスムーズに進め、再発を防ぐには家族の接し方がポイントであることを知る）

⑤良くなることをイメージする

・精神科疾患は急性期の症状が激しいので、御家族はびっくりしたり、この状態がいつまでも続くのかと思ってしまうが、正しく薬を服用し、リハビリテーションを行って治療していけば改善される。そこで、御家族が必ず良くなるというイメージを持ち、接することが御家族にも患者様にも良い影響となる

2）患者様への行動に対しての対処方法

①患者様に注意するべきことはしっかり注意する

・引きこもっているときでも最低限の日常生活での決まり事はなるべく自分でやらせるようにする（服を着替えさせる。お風呂に入るなどの基本的生活動作は大切にする）

・何回もずるずるとやらないままでいると上手く出来なくなってしまうから、小さなことを続けるようにする（このことで少しずつ元気を回復する手助けになることもある）

②自殺をさせないために家族ができること

・身の回りを整理・整頓、先々の予定を決めたがらないというのは、危険なサインである

・うつ状態になっているときは、医師と相談する

・一人では対処できないので、ソーシャルワーカーや医師とも連絡を取り合い、また、ネットワークを作っておきましょう

3）社会復帰後の御家族の支援

①退院後、社会復帰したら、取り組む内容

・退院後は、再発しないようにゆっくり生活するため、環境を整える

・赤ちゃん返りや家族への依存、身の回りに対して無頓着なことがあるが、病気になってしまったため、コミュニケーション能力や生活能力など落ちてしまっても、焦らず根気良く見守ることが大切

・患者様が自分一人で身の回りのことが出来るよう最低限の手は差し伸べながら温かく見

守る

・無理をさせず、出来ることから始めるように励ます

・患者様に目標を持ってもらうようにする

・良くなってきたからと薬を勝手にやめないよう、その必要性を説明する

・患者様に付き合って御家族共倒れにならないよう、ある程度距離をとって少しでも息抜きすることが必要で、支援サービスを利用しよう

★再発のサインを見逃さない★

・食欲が落ちてくる。

・うつ症状になり、ボーっとする。

・眠れない日が続く。

・そわそわと落ち着きがなくなる。

・イライラしている。

・音に敏感になる。

・疑い深くなる

・発症時の体験を昨日のことのように語る

・突然行動的になり、異性に告白したりする

　等が出現したら、早々と受診させるようにしましょう

②通院を忘れず服薬することが良くなる近道であることを伝える

・自宅で療養を続けている患者様や、退院して家庭に戻った患者様が将来的に社会復帰を目指すためには、周囲の人々のサポートが大切

・主治医との継続的な繋がりが大切

・自宅での療養生活で重要な役割を担っているが、抗精神病薬などの治療薬の服用が大切

・もう回復したのだから薬を飲まなくても大丈夫だと思う患者様もいるが、症状が治まっているのは、薬を飲んでいるからだと事実を改めて認識する必要がある

・御家族もその点を忘れず患者様が正しく服用続けるように注意を促す

・薬を飲まなくなったら、御家族が根気良く説得する

・患者様が薬を飲まなくなったときは、御家族は患者様に薬についてどのように思っているのか聞いてみる

・何らかの副作用があって、その不快感から服用を嫌がっている可能性がある場合は、医師に相談する

・精神状態が悪化して自分は病気でないから薬はいらないと拒否したり、薬を毒だと思い込んでいるときは、病状の悪化や再発が疑われるのですぐに受診する

③地域社会でのリハビリの勧め方

・デイケアなどで社会との接点をつかむ

・自宅での療養生活では定期的な通院以外に社会との繋がりを持つ場が少なくなる傾向があるため、地域社会でのリハビリテーションを開始することを勧める

・主治医を始め、病院のＰＳＷ（精神保健福祉士）と相談してデイケア・ナイトケアなどに参加するよう勧める

　↓

患者様の生活リズムを整えたり、友達や仲間と活動することでコミュニケーションの仕方を学ぶのに役立つ事を伝えていく

